
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
―
民
主
国
家
を
模
索
―

日
本
人
一
五
人
が
国
連
平
和
維
持
活
動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
参
加
し
、
選
挙
監
視
員
を

努
め
た
今
年
三
月
の
総
選
挙
か
ら
半
年
―

中
米
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
は
一
二
年
間
に
及

ぶ
内
戦
か
ら
よ
う
や
く
平
和
を
取
り
戻
し

た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
合
弁
企
業
の
日

本
人
社
長
が
誘
拐
さ
れ
、
遺
体
で
発
見
さ

れ
る
な
ど
の
左
右
の
テ
ロ
が
横
行
、
米
国

の
オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー
ン
監
督
も
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
の
映
画
「
サ
ル
バ
ド

ル
」
を
作
り
、
そ
の
過
酷
な
実
態
は
日
本

人
に
も
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
新
た
な
形

の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
も
言
わ
れ
た
国
連
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
監
視
団
（
Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｌ
）
が
停

戦
合
意
を
待
た
ず
に
動
い
て
成
功
し
た
特

異
な
例
で
も
あ
る
が
、
恐
怖
と
貧
困
に
疲

れ
切
っ
た
国
民
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
国
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
す
る
の
か
。
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
宇
田
有
三
が
カ
メ
ラ

で
と
ら
え
た
庶
民
の
姿
と
と
も
に
レ
ポ
ー

ト
を
毎
日
新
聞
に
寄
せ
た
。

「
サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
（
首
都
）
は
ま
る

で
東
京
と
変
わ
ら
な
い
ね

。
日
本
人
観

」

光
客
が
印
象
を
語
っ
た
。
外
見
は
全
く
そ

の
通
り
。
道
路
は
整
備
さ
れ
、
日
本
で
も

お
な
じ
み
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
お
店
が

数
多
く
あ
る
し
、
冷
房
が
利
い
た
し
ゃ
れ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
建
ち
並
ぶ
。
隣
国
グ
ア

テ
マ
ラ
や
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
観
光
客
用
に

し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
新
型
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
が
、
市
民
の
足
と
し
て
走
り
回
っ
て

い
る
。
デ
パ
ー
ト
や
市
場
に
は
も
の
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
国
の
ど
こ
が
貧
困
？

「
国
民

」

の
半
数
が
失
業
し
て
い
る
っ
て
本
当
？
」

と
不
思
議
な
感
じ
が
す
る
。

し
か
し
、
ス
ラ
ム
へ
行
け
ば
、
仕
事
の

な
い
男
た
ち
が
賭
事
に
興
じ
、
寝
こ
ろ
が

っ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
た
ち
も
、

二
年
前
に
訪
れ
た
と
き
よ
り
も
確
実
に
増

え
て
い
る

サ
ン
サ
ル
バ
ド
ル
の
中
心

プ

。

「

ラ
ザ
シ
ビ
カ
（
市
民
広
場
）
に
は
シ
ン
ナ

ー
を
吸
う
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
が
た

む
ろ
し
て
い
る
。
以
前
は
ま
っ
た
く
見
ら

れ
な
か
っ
た
光
景
だ
。

地
方
へ
行
く
と
、
電
気
や
水
道
の
な
い

村
が
多
い
。
年
の
華
や
か
さ
と
比
べ
、
農

村
の
貧
困
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
、
問
題
解

決
の
兆
し
は
見
え
な
い
。

内
戦
終
結
は
終
わ
り
で
な
く
、
む
し
ろ

始
ま
り
だ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
治
安

組
織
か
ら
市
民
警
察
へ
の
移
行
や
土
地
改

革
な
ど
、
和
平
合
意
に
従
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
民
主
国
家
を
つ
く
り
上
げ
る
か
で
あ

る
。
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
が
成
功
に
な
る
か

ど
う
か
で
、
中
南
米
各
国
に
共
通
し
て
い

る
軍
の
力
を
背
景
に
し
た

政
治
的
暴
力

「

」

と
「
富
の
偏
在
の
シ
ス
テ
ム
」
を
改
革
す

る
希
望
も
左
右
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

政
府
側
と
反
政
府
ゲ
リ
ラ
が
初
め
て
交

渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
町
、
ラ
・
バ
ル

マ
で
撮
影
中
、
大
衆
食
堂
を
経
営
す
る
お

ば
さ
ん
が
胸
を
張
っ
て
話
し
か
け
た

平
。「

和
な
町
を
撮
っ
て
帰
っ
て
く
れ
。
戦
い
の

な
い
こ
の
国
の
姿
を
。
私
た
ち
が
今
誇
れ

る
の
こ
の
平
和
だ
け
。
何
も
な
い
け
ど
、

こ
れ
が
一
番
ほ
し
か
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
れ

だ
け
で
十
分
」

そ
の
言
葉
を
か
み
し
め
な
が
ら
、
停
戦

合
意
よ
り
も
は
る
か
に
険
し
い
民
主
国
家

へ
の
道
行
き
を
応
援
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。

∧
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
∨

・
子
ど
も
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
で
家
計
を

助
け
る
。
マ
チ
ェ
ッ
ト
（
山
刀

、
鞘
入

）

り
ナ
イ
フ

錠
と
カ
ギ
か
ら
ボ
ー
ル
ペ
ン

、

、

鉛
筆
ま
で
体
じ
ゅ
う
に
ぶ
ら
下
げ
、
動
く

陳
列
だ
な
だ
。
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・
平
和
の
味
を
か
み
し
め
る
市
場
の
老
婦

人
。
膝
員
抱
い
た
赤
ん
坊
に
明
る
い
未
来

を
引
き
継
ぎ
た
い
と
願
う
。

・
内
戦
中
、
隣
国
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
逃

れ
て
い
た
人
た
ち
も
国
づ
く
り
に
戻
っ
て

き
た
。
男
性
が
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
く
つ
ろ
ぐ

す
ぐ
そ
ば
で
、
女
性
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

粉
を
こ
ね
て
せ
っ
せ
と
食
事
を
準
備
。

・
ニ
カ
ラ
グ
ア
国
境
の
湾
に
手
こ
ぎ
舟
を

繰
り
出
し
、
投
網
で
小
魚
を
獲
る
漁
民
。

農
林
水
産
業
が
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
四
分
の
一
、
労
働
人
口
で
は
五
分
の
二

を
占
め
る
が
、
零
細
業
者
が
多
い
。

∧
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
∨

軍
部
と
左
翼
ゲ
リ
ラ
の
対
立
か
ら
一
九

七
〇
年
代
に
現
職
閣
僚
の
誘
拐
殺
害
、
左

右
の
テ
ロ
が
続
発
。
七
八
年
に
は
イ
ン
シ

ン
カ
の
日
本
人
社
長
が
誘
拐
さ
れ
、
遺
体

で
発
見
、
役
員
は
身
代
金
と
引
き
換
え
に

解
放
さ
れ
た
。
八
〇
年
三
月
、
政
府
に
批

判
的
だ
っ
た
オ
ス
カ
ル
・
ロ
メ
ロ
大
司
教

の
暗
殺
で
全
面
的
内
戦
に
突
入
。
七
万
五

千
と
伝
え
ら
れ
る
犠
牲
者
を
出
し
た
末
、

九
〇
年
、
国
連
事
務
総
長
の
介
入
で
交
渉

開
始
。
九
二
年
一
月
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー

ニ
大
統
領
（
当
時
）
と
左
翼
ゲ
リ
ラ
連
合

組
織
、
フ
ァ
ラ
ア
ブ
ン
ド
・
マ
ル
テ
ィ
民

族
解
放
戦
線
（
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ｎ
）
が
和
平
協
定

に
調
印
し
た
。


